
Sado City NewsletterSado City Newsletter No.85

2011

月号
3

　多田漁港（畑野）で、2月13日に「まっさき食の陣」が開催され
ました。松ヶ崎地区の地域活性化グループ「松夢会」が実施し、毎
年多くの人で賑わう人気のイベントです。旬のタラを堪能できる刺
身やタラ汁、名物「キジそば」、鮮魚や地場産品の販売などに長蛇
の列ができ、大盛況となりました。

主な内容

甲子園出場！ がんばれ佐渡高校………………………………2～3
新潟県議会議員一般選挙の投票日は4月10日………………4～5
佐渡ロングライド210  ボランティア募集！………………………7
住宅用火災警報器の購入を助成しています………………………8

冬の味覚で地域が賑わう まっさき食の陣冬の味覚で地域が賑わう まっさき食の陣



　
春
の
セ
ン
バ
ツ
高
校
野
球
に
出
場
す
る

32
校
が
１
月
28
日
に
発
表
さ
れ
、
佐
渡
高

校
が
「
21
世
紀
枠
」
で
選
ば
れ
ま
し
た
。

佐
渡
か
ら
の
甲
子
園
出
場
は
史
上
初
の
快

挙
で
す
。
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＊

　「
佐
渡
か
ら
甲
子
園
」
を
胸
に
、
ひ
た

む
き
に
努
力
を
重
ね
て
き
た
佐
渡
高
校
野

球
部
。

　
離
島
に
よ
る
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
を
「
甲

子
園
で
戦
う
た
め
の
試
練
」
と
と
ら
え
、

乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
22
年
度
秋
季
県

大
会
で
準
優
勝
し
、
北
信
越
大
会
に
出

場
。
そ
の
実
績
に
加
え
、
人
間
力
向
上
を

テ
ー
マ
と
し
た
指
導
や
、
野
球
部
だ
け
で

は
な
く
学
校
全
体
の
伝
統
や
生
徒
の
活
動

な
ど
が
評
価
さ
れ
、「
佐
渡
か
ら
甲
子
園
」

は
実
現
し
ま
し
た
。

　
努
力
す
れ
ば
夢
が
叶
う
と
い
う
こ
と
を

証
明
し
て
く
れ
た
佐
高
ナ
イ
ン
。
選
手
は

甲
子
園
で
の
勝
利
を
目
指
し
、
今
日
も
必

死
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
大
会
で
は
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
プ
レ
ー
し
、
甲

子
園
に
「
佐
渡
旋
風
」
を
巻
き
起
こ
し
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
は
３
月
15
日

（
火
）
、
大
会
は
３
月
23
日
（
水
）
に
阪

神
甲
子
園
球
場
（
兵
庫
県
）
で
開
幕
し
ま

す
。

い
ざ
、
甲
子
園
へ
！

【
佐
渡
高
等
学
校
】

佐
渡
市
石
田
５
６
７
番
地
。
明
治
29
年
創
立
。
創
立

１
１
４
年
目
を
迎
え
る
県
内
屈
指
の
伝
統
校
。
約
４

万
人
の
卒
業
生
を
輩
出
。
現
在
、
生
徒
数
６
３
３

名
。
野
球
部
は
昭
和
38
年
創
部
。

全
力
投
球

全
力
投
球

全
力
投
球
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最
大
限
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

「
佐
渡
高
校
を
甲
子
園
に
送
る
会
」
発
足

　
１
月
29
日
、
同
窓
会
や
学
校
関
係
者
、
野

球
関
係
者
、
市
、
商
工
会
な
ど
で
組
織
す
る

「
佐
渡
高
校
野
球
部
を
甲
子
園
に
送
る
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

　
２
月
５
日
に
は
発
足
集
会
が
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
佐
渡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
で

は
、
中
川
哲
昌
会
長
（
佐
渡
高
校
同
窓
会

長
）
が
「
選
手
が
甲
子
園
で
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
支
援
を
お
願
い

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
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＊
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＊

　
佐
渡
高
校
野
球
部
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る

方
、「
ど
の
よ
う
な
応
援
が
可
能
な
の
か
」
と
い

っ
た
お
問
い
合
わ
せ
は
、「
佐
渡
高
校
を
甲
子
園

に
送
る
会
」
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〒
９
５
２
―
１
３
２
２
　
佐
渡
市
石
田
５
６
７

　
佐
渡
高
校
内
・
獅
子
ヶ
城
会
館

☎
０
２
５
９
―
５
２
―
７
０
１
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０
５
０
―
３
３
５
３
―
８
２
０
２

メ
ー
ル sado-koushien@

arro
w
.ocn.ne.jp

★
最
新
の
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　http://w
w
w
7
.ocn.ne.jp/̃sakou/

↑発足集会には
　選手の父母や
　野球部OBなど
　約300名が参加

北海 （北海道）
光星学院 （青森）
東北 （宮城）
水城 （茨城）
前橋育英 （群馬）
浦和学院 （埼玉）
国学院久我山 （東京）
日大三 （東京）
横浜 （神奈川）
東海大相模 （神奈川）
日本文理 （新潟）
金沢 （石川）
静清 （静岡）
大垣日大 （岐阜）
京都成章 （京都）
天理 （奈良）
智辯和歌山 （和歌山）
履正社 （大阪）
報徳学園 （兵庫）
加古川北 （兵庫）
創志学園 （岡山）
関西 （岡山）
総合技術 （広島）
香川西 （香川）
明徳義塾 （高知）
九州国際大付 （福岡）
波佐見 （長崎）
九州学院 （熊本）
鹿児島実 （鹿児島）

 21世紀枠

大館鳳鳴 （秋田）
佐渡 （新潟）
城南 （徳島）

センバツ高校野球
出場32校

←県高野連の
　富樫理事長が講演

部
長
　
　
小
熊
　
洋
一

監
督
　
　
深
井
　
浩
司

顧
問
　
　
阿
部
　
茂
雄

コ
ー
チ
　
北
畑
雄
一
郎

コ
ー
チ
　
南
雲
　
裕
介

コ
ー
チ
　
冨
樫
　
　
亮

主
将
　
　
仲
川
　
篤
志

副
主
将
　
荒
井
　
翔
也

副
主
将
　
和
田
　
浩
樹

　
　
　
　
石
井
　
　
健

　
　
　
　
石
井
　
佑
助

　
　
　
　
石
川
　
裕
貴

　
　
　
　
伊
藤
　
和
哉

　
　
　
　
石
見
　
　
翔

　
　
　
　
石
見
　
聖
人

　
　
　
　
加
藤
　
　
翼

　
　
　
　
加
藤
　
将
治

　
　
　
　
金
子
　
大
悟

　
　
　
　
鎌
田
　
侑
樹

　
　
　
　
北
見
　
悠
人

　
　
　
　
中
川
　
聖
也

　
　
　
　
野
田
　
雅
彦

　
　
　
　
野
口
　
　
亮

　
　
　
　
羽
二
生
拓
也

　
　
　
　
福
井
　
智
也

　
渡
部
　
航
太

　
渡
部
　
哲
士

　
相
田
　
健
人

　
海
老
名
洋
祐

　
小
川
　
将
太

　
川
上
　
拓
人

　
菊
池
　
陽
平

　
崩
　
　
将
基

　
小
池
　
憲
矢

　
坂
下
　
静
輝

　
佐
藤
綱
羽
佐

　
杉
畠
　
克
彦

　
鈴
木
峻
太
郎

　
竹
谷
　
　
魁

　
長
野
　
眞
也

　
原
　
　
夏
輝

　
福
井
　
辰
弥

　
本
間
　
　
達

　
本
間
　
諒
介

　
桝
屋
　
亮
平

　
三
浦
　
久
伸

　
渡
邉
　
竜
徳

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
安
田
　
夏
怜

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
鹿
野
　
　
睦

②
金
井

②
畑
野

①
畑
野

①
赤
泊

①
佐
和
田

①
羽
茂

①
南

①
松
ヶ
崎

①
佐
和
田

①
高
千

①
東

①
金
井

①
畑
野

①
畑
野

①
住
吉（
神
奈
川
）

①
相
川

①
南

①
東

①
真
野

①
東

①
真
野

①
真
野

②
相
川

①
高
千

　
第
83
回
選
抜

高
等
学
校
野
球

大
会
、
21
世
紀

枠
で
の
甲
子
園

出
場
に
際
し
ま

し

て

、
「

俺

は
、
私
は
、
佐
渡
高
校
出
身
で
は
な
い

け
れ
ど
も
、
今
回
は
佐
渡
か
ら
甲
子
園

と
い
う
こ
と
で
応
援
す
る
。
」
ま
た
、

「
故
郷
を
懐
か
し
く
想
い
出
し
て
い

る
。
頑
張
れ
」
と
い
っ
た
、
故
郷
佐
渡

を
愛
す
る
方
々
か
ら
、
多
数
の
激
励
を

い
た
だ
け
た
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
一

番
の
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
野
球
部
員
は
、
佐
渡
の
全
地

域
か
ら
集
ま
っ
て
き
て
お
り
、
下
宿
生

活
を
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
生
徒
も

お
り
ま
す
。
甲
子
園
で
は
、
勇
気
と
闘

志
を
持
ち
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
戦
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
佐
渡
で
生
ま

れ
、
佐
渡
で
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

い
戦
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
声
援
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

謙
虚
な
誇
り

佐
渡
高
校
野
球
部

　
監 

督 

深 

井 

浩 

司

　
新
潟
県
立

佐
渡
高
等
学

校
野
球
部
主

将
の
仲
川
篤

志
で
す
。

　
チ
ー
ム
の

自
慢
は
、
部
員
全
員
が
佐
渡
で
生
ま

れ
佐
渡
で
育
っ
た
仲
間
だ
け
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
小
さ
な
頃
か
ら
自
然

が
身
近
に
あ
り
、
海
や
山
や
川
で
よ

く
遊
び
、
地
元
で
と
れ
る
た
く
さ
ん

の
食
べ
物
を
食
べ
て
き
た
の
で
、
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
甲
子
園
で
も
い
か

し
た
い
で
す
。

　
佐
渡
高
校
が
セ
ン
バ
ツ
に
選
ば

れ
た
の
は
、
伝
統
あ
る
佐
渡
高
校
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
や
ご
支

援
、
ご
協
力
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
力
に
変

え
て
、
甲
子
園
で
は
部
員
43
名
と
今

ま
で
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
を

含
め
「
全
員
野
球
」
で
力
を
結
束
さ

せ
て
戦
い
ま
す
。

﹁
全
員
野
球
﹂
で

佐
渡
高
校
野
球
部

　
主 

将 

仲 

川 

篤 

志

②
金
井

②
高
千

②
新
穂

②
佐
和
田

②
新
穂

②
東

②
東

②
相
川

②
相
川

②
佐
和
田

②
畑
野

②
佐
和
田

②
畑
野

②
新
穂

②
佐
和
田

②
金
井

②
真
野

②
畑
野

②
羽
茂

学
年 

出
身
中
学

佐
渡
高
校
野
球
部
　
　
（
敬
称
略
）
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投
票
所
入
場
券
は
４
月
２
日
（
土
）
以
降
速

や
か
に
ハ
ガ
キ
で
お
届
け
し
ま
す
。

　
ハ
ガ
キ
は
見
開
き
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
必
ず
開
い
て
中
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　
１
枚
に
６
人
分
ま
で
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
。
届
か
な
い
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
投
票
の
際
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
を
切
り
取

っ
て
投
票
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
で
す
。

　
投
票
所
と
投
票
時
間
は
、
投
票
所
入
場
券

に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
市
内
の
す
べ
て
の

投
票
所
で
投
票
終
了
時
刻
の
繰
り
上
げ
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
確
か
め
の
上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
の
場
所
は
、
佐
渡
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ご
確
認
で
き
ま
す
。

　h
ttp
://w

w
w
.city

.sa
d
o
.n
iig
a
ta
.jp
/

投
票
で
き
る
方
は
次
の
人
で
す
。

　
平
成
３
年
４
月
11
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

で
、
平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に
佐
渡
市
に

住
民
登
録
さ
れ
、
選
挙
当
日
ま
で
引
き
続
き

市
内
に
居
住
し
、
佐
渡
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　
平
成
23
年
３
月
16
日
以
降
に
市
内
転
居
の

届
出
を
し
た
人
は
、
転
居
前
の
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
し
ま
す
。

※

最
近
、
県
内
で
住
所
を
移
し
た
人
の

　
投
票
方
法
は
・
・
・

①
平
成
23
年
１
月
１
日
以
後
に
、
県
内
の
他

市
町
村
か
ら
佐
渡
市
に
転
入
届
を
し
た
人

　
市
町
村
長
が
発
行
す
る
「
引
き
続
き
県
内

に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
」
を
持
参
し
て
、

前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

（
県
内
の
住
所
移
転
は
１
回
に
限
る
。
）

②
平
成
23
年
１
月
１
日
以
後
に
、
佐
渡
市
か

ら
県
内
の
他
市
町
村
へ
転
入
届
を
し
た
人

　
市
町
村
長
が
発
行
す
る
「
引
き
続
き
県
内

に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
」
を
持
参
し
て
、

佐
渡
市
の
も
と
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま

す
。
（
県
内
の
住
所
移
転
は
１
回
に
限

る
。
）

投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
日
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

見
込
ま
れ
る
人
で
す
。

①
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
用
務
が
あ
る
人

②
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
な
ど
何
ら
か

の
用
で
投
票
区
域
外
に
い
る
人

③
治
療
、
出
産
な
ど
の
た
め
、
歩
行
や
外
出

が
困
難
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
人

※

　
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
（
商
用
、
出

稼
ぎ
の
た
め
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
な

ど
）
は
滞
在
先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
選
管
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
所
は
本
庁
、
支
所
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
設
け
て
あ
り
ま
す
。

　
投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
市
内
の
い
ず
れ
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投

票
で
き
ま
す
が
、
本
庁
と
支
所
お
よ
び
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
投
票
の
終
了
時
間

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間

　
４
月
２
日
（
土
）
〜
４
月
９
日
（
土
）

投
票
時
間

　
本
庁
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　
支
所
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
支
所
と
同

じ
時
間
で
す
。

県
が
指
定
し
た
病
院
や
施
設
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

　
県
が
指
定
し
た
病
院
や
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
、
身
体
障
害
者
療
護

施
設
な
ど
に
入
院
、
入
園
し
て
い
る
人
は
、

そ
の
病
院
や
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
病
院
や
施
設
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
は
郵
便
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。
利

用
に
は
、
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
お

早
め
に
選
管
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳

に
記
載
さ
れ
た
障
が
い
の
程
度
が
一
定
の

基
準
に
該
当
す
る
人

②
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態

区
分
が
「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
人

※

　
①
②
の
人
で
、
上
肢
あ
る
い
は
視
覚
の

障
が
い
の
程
度
が
一
定
の
範
囲
に
該
当
す

る
人
は
、
代
理
記
載
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

開
票
は
１
か
所
で
即
日
開
票
で
す
。

　
４
月
10
日
（
日
）
午
後
９
時
か
ら
金
井
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
（
千
種
２
４

０
番
地
）
で
行
い
ま
す
。

選
挙
公
報
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
候
補
者
の
政
見
等
が
書
か
れ
た
選
挙
公
報

は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ

い
。

４
月
10
日（
日
）は

　
新
潟
県
議
会
議
員

　
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
！

お
問
い
合
わ
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
63
Ι
３
１
１
１

4



寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
い
選
挙

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

●
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　
政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
と
な
ろ
う
と

す
る
人
お
よ
び
現
に
公
職
に
あ
る
人
）
は
、

選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
お
金
や
物
を
贈
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の

禁
止

　
有
権
者
は
、
政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
求

め
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　
政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ
る
団
体

が
、
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
、
政
治
家
の

氏
名
を
表
示
し
た
り
、
氏
名
が
類
推
さ
れ
る

よ
う
な
方
法
で
寄
附
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　
政
治
家
の
後
援
団
体
が
選
挙
区
内
の
人
に

対
し
て
花
輪
や
香
典
、
祝
儀
な
ど
を
出
す
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「（政治家は）贈らない！」
「（政治家に）求めない！」
「（政治家から）受け取らない！」
　の「三ない運動」を守りましょう。

　県から佐渡市への事務・権限の移譲により、平成23年４月１

日から、住民・事業所の皆さまからの届出先などが、次のとお

り変更となります。窓口が県から佐渡市になる場合があります

ので、ご注意ください。ご不明な点については、次の一覧の各

担当課までお問い合わせください。

申請などの窓口が
一部変更になります
～ 県から佐渡市への権限移譲に関するお知らせ ～

権限移譲全般に関するお問い合わせ

　市役所総務課 行政係　☎63-3111

環境対策課
☎63-3113

観光商工課
☎63-5116

建設課
☎63-5118

県から佐渡市に
権限移譲される事務

大規模小売店舗立地法
に関する事務

事業協同組合等に関する
事務

協業組合に関する事務

屋外広告物条例に関する
事務（設置許可など）

新設届出、変更届出、廃止
届出の受理など

設立の認可、定款変更の
認可など
※事前協議、指導、申請は
新潟県中小企業団体中央会
が窓口

設置認可、許可取消し、
違反広告物に対する措置
命令など

土地区画整理組合の賦課
金等の滞納処分の認可に
関する事務（施行地区の
面積が5ha未満のものに
限る。）

土地区画整理組合が賦課金
等の滞納処分を行うことの
認可など

騒音に係る環境基準の
類型を当てはめる地域
指定事務

環境基準の類型を当てはめ
る地域指定など

自動車騒音に係る常時
監視事務

自動車騒音の常時監視、
測定結果の状況の公表など

騒音・振動・悪臭に係る
規制地域の指定等に
関する事務

規制地域の指定、公示など

佐渡市が行う内容
（主なもの）

担当課
連絡先
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こ
ち
ら
消
費
者
協
会
で
す
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
活
動
の
中
か
ら

　 

　
佐
渡
市
消
費
者
協
会
会
長
　
橋
本 

美
子

　
私
た
ち
の
活
動
の
重
点
は
〜
地
球
環
境
を

守
り
、
安
全
安
心
な
生
活
の
た
め
行
動
し
よ

う
〜
で
す
。

　
日
頃
は
５
０
０
余
名
の
会
員
で
学
習
を
重

ね
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
い
く
つ

か
の
活
動
の
中
か
ら
、
今
回
は
廃
食
油
を
利

用
し
て
の
Ｅ
Ｍ
石
け
ん
作
り
の
取
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

　
先
の
通
常
総
会
で
Ｅ
Ｍ
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
開
催
し
、
研
修
を
深
め
ま
し
た
。
「
汚

染
さ
れ
た
河
川
を
Ｅ
Ｍ
石
け
ん
の
使
用
で
浄

化
し
よ
う
」
を
合
言
葉
に
昨
年
の
夏
、
各
地

区
で
米
の
と
ぎ
汁
に
糖
蜜
と
Ｅ
Ｍ
１
（
ワ

ン
）
を
混
ぜ
発
酵
さ
せ
た
も
の
に
、
病
院
や

食
堂
か
ら
集
め
た
廃
食
油
と
苛
性
ソ
ー
ダ
、

Ｅ
Ｍ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
パ
ウ
ダ
ー
を
混
ぜ
Ｅ
Ｍ

石
け
ん
を
作
り
ま
し
た
。

　
で
き
あ
が
っ
た
Ｅ
Ｍ
石
け
ん
は
各
地
区
を

合
わ
せ
る
と
１
０
０
０
個
余
り
に
な
り
ま
し

た
。
会
員
は
も
ち
ろ
ん
一
般
の
方
に
も
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
Ｐ
Ｒ
し
、
多
く
の
人
に

使
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
か
ら
毎

日
流
れ
出
る
雑
排
水
を
で
き
る
だ
け
環
境
に

や
さ
し
い
状
態
に
し
、
澄
ん
だ
川
、
青
い
海

を
維
持
し
、
美
し
い
佐
渡
の
自
然
を
守
り
た

い
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
洗
濯
物

や
台
所
、
風
呂
場
の
汚
れ
も
、
驚
く
ほ
ど
よ

く
落
ち
て
、
洗
浄
力
の
凄
さ
に
皆
さ
ん
が
喜

ん
で
い
ま
す
。
捨
て
ら
れ
な
い
廃
食
油
を
利

用
し
て
、
一
石
二
鳥
も
三
鳥
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
他
に
も
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
を
作
り
、
家
庭

か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
に
混
ぜ
、
家
庭
菜
園
の
肥

料
と
し
て
も
利
用
し
て
い
ま
す
。
20
年
近
く

続
け
て
い
る
活
動
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
毎

年
夏
に
は
Ｅ
Ｍ
石
け
ん
を
作
り
、
普
及
に
努

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
昨
年
か
ら
新
た
に
、
マ
イ
水

筒
の
持
参
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

消
費
者
協
会
会
員
か
ら
実
践
し
よ
う
と
、
会

議
等
も
各
自
が
水
筒
を
持
参
し
、
お
茶
の
用

意
は
止
め
ま
し
た
。
外
出
も
バ
ッ
グ
に
は
家

で
煎
じ
た
愛
用
の
お
茶
を
入
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
も
「
マ
イ
水
筒
」
の
持
参
を
お
願

い
し
ま
す
。

　ボーイスカウトは、いろいろ
な活動・体験を通して「社会に
奉仕できる人づくり」を目指す
世界的な社会教育運動です。日
本ボーイスカウト佐渡第１団
は、結成76年になり、これまで
に600名を超える隊員が巣立ち
ました。
募集隊員（各学年４人）　
・ビーバースカウト隊
（小学校１年生～２年生の男子）
・カブスカウト隊　　　
（小学校３年生～５年生の男子）
・ボーイスカウト隊　
（小学校６年生～中学生の男子）
※集会場所は両津福浦のボーイ
スカウト会館です。
隊員は随時募集しています。入
隊を希望される方や関心をお持
ちの方は、お気軽にお問い合わ
せください。

お問い合わせ
　団委員長　☎080-2260-0646
（伊里）

　市では、市民サービスをより効率的・効果的に提供し、市民から信頼される市役所となるため、

市の組織・機構や事務事業など、毎年必要な見直しを行っています。

　23年度からの主な変更は、文化財保護等に関する事務を世界遺産推進課へ移すとともに、ジオパ

ーク推進室を教育委員会社会教育課に新設します。

“今だからこそボーイスカウト”
隊員募集中！

23年度 22年度 設置目的 事務所の位置

教育委員会
社会教育課
文化財室

－

金井コミュニ
ティセンター
1階（市役所隣り）

両津郷土
博物館内

世界遺産推進課
文化財室

教育委員会社会教育課
ジオパーク推進室

文化財の保護に関する事務を世界遺産推進課で一
元的に補助執行し、文化財指定等に関する事務を
効率的に実施するために文化財室を移管します。

科学的・文化的に貴重な地質遺産を整備・保全
し、ジオツーリズムや教育への活用をとおして持
続的な地域発展を促進するため、ジオパーク推進
室を設置します。

※問い合わせ先は、４月号でお知らせします。

23年4月1日から
組織の一部を変更します

市役所行政改革課　☎63―3111
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通
院
者
や
高
齢
者
の
外
出
支
援
と
公
共
交

通
の
利
用
促
進
と
し
て
、
路
線
バ
ス
の
内
海

府
線
と
東
海
岸
線
の
指
定
便
が
両
津
病
院
前

ま
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
４
月
以
降
も
引
き
続
き
運
行
し
ま
す
。

　
病
院
前
で
乗
り
降
り
で
き
ま
す
し
、
駐
車

ス
ペ
ー
ス
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

路
線
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
予
定
運
行
時
間
（
両
津
病
院
バ
ス
停
）

　
詳
細
な
時
刻
は
、
新
潟
交
通
佐
渡
㈱
発
行

の
島
内
バ
ス
時
刻
表
で
３
月
下
旬
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

内
海
府
線

　
両
津
行
き
　
　
午
前
７
時
台
・
午
前
10
時
台

　
真
更
川
行
き
　
午
後
０
時
台
・
午
後
３
時
台

東
海
岸
線

　
両
津
行
き
　
　
午
前
７
時
台
・
午
前
９
時
台

　
岩
首
行
き
　
　
午
後
０
時
台
・
午
後
３
時
台

※

こ
の
時
間
帯
は
、
両
津
病
院
前
ま
で
バ
ス

が
運
行
し
ま
す
。
保
育
園
も
あ
り
ま
す
の

で
、
交
差
点
付
近
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
交
通
政
策
課
　
生
活
交
通
係

☎
63―

３
１
８
４

お問い合わせ　2011スポニチ佐渡ロングライド210事務局
☎0259－57－2722　FAX0259－57－2755　
ホームページ　http://www.sado- longr ide.com

日　程

5/15（日）

エイドステーション

※AS：エイドステーション、BS：弁当ステーション

相川AS
入崎AS
はじき野AS
両津BS
多田AS
小木AS
素浜AS
コース指示員

時間（予定）
  5:30～12:30
  6:30～11:30
  7:00～13:00
  7:15～14:00
  9:00～14:30
  9:30～15:30
10:00～16:00

場　　　所
相川公園駐車場
入崎キャンプ場
はじき野フィールドパーク
佐渡地域振興局港湾事務所
松ヶ崎総合センター
小木みなと公園
素浜海水浴場
各地区および本部周辺

内　　　容

参加者への飲食物サービスのお手伝い、
その他案内・誘導等の補助

各コースで参加者の誘導、案内など

日　程

5/14（土）

5/15（日）

本部会場周辺

本部スタッフ

会場設営

本部スタッフ

会場設営

時間（予定）

12:00～17:00

  8:00～18:00

  4:00～  7:00

  5:30～18:00

場　　　所

河原田小学校グラウンド
佐和田行政サービスセンター

河原田小学校グラウンド

河原田小学校グラウンド
佐和田行政サービスセンター

河原田小学校グラウンド

内　　　容

参加者受付・案内など

会場設営、ゲート設置など

参加者受付・案内など

会場内備品等の撤去作業

←至金井

（両津幹線3号線）

夷保育園

↑
至
二
つ
亀
（
佐
渡
一
周
線
）

至水津↓

バス停

佐渡市立
両津病院

夷二ノ町

4月以降も
両津病院前
まで路線バス
が運行！

2011 スポニチ佐渡ロングライド210　
ボランティア募集！ ご協力をお願いします
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火
事
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
常
生
活
の
さ
さ
い
な
不
注
意
か
ら
、

ど
の
家
庭
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。

　
平
成
22
年
中
に
佐
渡
市
内
で
発
生
し
た
火

災
件
数
は
39
件
で
、
前
年
よ
り
４
件
減
少

し
、
合
併
以
来
最
少
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
建
物
火
災
は
前
年
よ
り
９
件
増
え
32
件

と
な
り
、
全
火
災
の
約
82
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　
住
宅
火
災
に
よ
り
亡
く
な
る
方
の
大
半

は
、
「
逃
げ
遅
れ
」
が
原
因
で
す
。
そ
の

「
逃
げ
遅
れ
」
を
少
し
で
も
防
ぐ
た
め
、
す

べ
て
の
住
宅
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
築
住
宅
は
す
で
に
義
務
化
さ
れ
て
お

り
、
既
存
住
宅
は
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で

に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
、
火
災

を
早
期
に
発
見
し
、
自
分
自
身
や
大
切
な
家

族
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
を

助
成
し
ま
す

　
市
で
は
、
平
成
23
年
２
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
る
世
帯
（
他
の
給
付
を
受
け

て
い
る
世
帯
や
介
護
施
設
お
よ
び
公
設
住
宅

に
住
所
を
有
す
る
世
帯
を
除
く
）
を
対
象

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
費
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　
ご
自
宅
に
郵
送
さ
れ
た
助
成
券
を
使
っ

て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
１
個
購
入
で
き

ま
す
。
す
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
基
準

ど
お
り
設
置
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
に
替
え
て
消
火
器
を
購
入
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
世

帯
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯
、
障

が
い
者
が
い
る
世
帯
は
、
２
個
を
上
限
に
追

加
購
入
で
き
ま
す
。

　
助
成
期
限
は
５
月
31
日
ま
で
で
す
。
引
き

換
え
は
、
お
早
め
に
！

　
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
ま
た
は
最
寄
り
の

消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

佐渡市火災発生状況

その他の火災：庭や田畑、河川敷等で発生した火災

（件）

建物火災

林野火災

車両火災

船舶火災

航空機火災

その他の火災

      合　計

平成22 平成21 増減区　分

32

1

3

0

0

3

39

23

6

3

1

0

10

43

9

-5

0

-1

0

-7

-4

助成申請書を利用し、促進事
業者から住宅用火災警報器
を最大２個まで購入できます。

助成申請書を利用した住宅用火
災警報器の購入、設置はこれで
終了です。不足分は、ご自身での
購入、設置をお願いします。

助成申請書での住宅用火災警報
器追加購入はできません。不足
分は、ご自身での購入、設置をお
願いします。

　

現在、ご自宅に住宅用火災警報器を基準どおり設置していますか？

助　成　券

助成券での購入は１個3,000円までの助成です。
※購入額が3,000円を下回る場合、おつりは出ません。

住宅用火災警報器は基準ど
おり設置できましたか？

助成券を利用した住宅用火災警報器
の購入、設置はこれで終了です。
助成申請書は使用できません。いいえ

はい

完了

完了

完了

市民税非課税世帯は平成22年度が基準です。65歳以上の
方を含む世帯は平成23年2月1日が年齢の基準日です。

は　い

助　成　申　請　書

助成申請書での購入は、設置費を含め１個4,000円までの助成です。
※購入額が4,000円を下回る場合、おつりは出ません。

助成券、助成申請書の再発行はしません。また、用紙は表裏で一枚となっています。
助成申請書を利用する場合は助成券と同時に申請となりますので、ご注意ください。

いいえ

助成券を使って促進事業者
から住宅用火災警報器１個
を購入できます。

助成券を使って促進事業者か
ら住宅用火災警報器または消
火器１個を購入できます。

①

② ②

③

⑤

　のいずれかに該当しますか？
か

は　い

・市民税非課税世帯（世帯員全て）
・６５歳以上の方を含む世帯
・障がい者を含む世帯 いいえ

④

設置例

階段 居室 寝室

台所 リビング

設置が義務と
されている場所

設置が推奨されている場所

佐
渡
市
消
防
本
部
　
予
防
課
　
☎
51―

０
１
２
３

大
切
な
い
の
ち
と
財
産
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　
設
置
し
ま
し
ょ
う
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佐
渡
市
消
防
本
部
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
火
災
予
防
に
つ
い
て
の
考
え
を
、
子
ど
も
ら
し
い
自
由
な
発
想

で
表
現
す
る
こ
と
で
、
正
し
い
火
の
取
り
扱
い
を
自
ら
考
え
、
防
火
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
市
内
小

学
生
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
図
案
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
宿
根
木
自
治
会
が
取
り
組
ん
で
き
た
「
受
け
継
ぐ
拍
子
木―

地
域
ぐ
る

み
の
防
災
活
動―

」
が
「
第
15
回
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
の
消
防
庁
長
官

賞
【
住
宅
防
火
部
門
】
」
を
受
賞
し
、
１
月
26
日
に
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」
は
、
地
域
の

防
災
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
各
種
団

体
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
宿
根
木
自
治
会
で
は
、
江
戸
時
代
に
大
火

に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
と
い
う
拍
子
木
を
打
ち
な
が
ら
の
夜
警
活

動
を
、
現
在
も
毎
晩
続
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
密
集
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
伝
統
的
木

造
家
屋
の
防
火
体
制
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

低
学
年
の
部

最
優
秀
賞
　
両
津
吉
井
小
３
年 

長
沼 

朋
生
さ
ん

優
秀
賞
　
　
松
ヶ
崎
小
１
年
　 
本
間 

太
陽
さ
ん

　
　
　
　
　
深
浦
小
３
年
　
　 
近
藤 

梨
紗
さ
ん

佳
作
　
　
　
松
ヶ
崎
小
１
年
　 

崩
　 
颯
太
さ
ん

　
　
　
　
　
松
ヶ
崎
小
３
年
　 

渡
辺 
登
生
さ
ん

入
選
　
　
　
深
浦
小
３
年
　
　 

金
子 

祐
介
さ
ん

　
　
　
　
　
深
浦
小
３
年
　
　 

佐
藤 

拓
実
さ
ん

　
　
　
　
　
深
浦
小
３
年
　
　 

本
間 

伊
吹
さ
ん

　
　
　
　
　
深
浦
小
３
年
　
　 

本
間 

大
海
さ
ん

　
　
　
　
　
深
浦
小
３
年
　
　 

山
田 

貴
之
さ
ん

　
　
　
　
　
松
ヶ
崎
小
２
年
　 

長
島 

加
奈
さ
ん

　
　
　
　
　
松
ヶ
崎
小
３
年
　 

鈴
木 

浩
紀
さ
ん

　
　
　
　
　
松
ヶ
崎
小
３
年
　 

寺
島 

琴
乃
さ
ん

　
　
　
　
　
両
津
吉
井
小
２
年 

玉
木 

ひ
よ
り
さ
ん

高
学
年
の
部

最
優
秀
賞
　
河
崎
小
６
年
　
　 

権
代 

陽
奈
子
さ
ん

優
秀
賞
　
　
深
浦
小
５
年
　
　 

佐
久
間 

亜
美
さ
ん
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
深
浦
小
６
年
　
　 

佐
藤 

佑
里
菜
さ
ん

佳
作
　
　
　
深
浦
小
６
年
　
　 

酒
井 

直
人
さ
ん

　
　
　
　
　
深
浦
小
６
年
　
　 

山
本 

凪
美
さ
ん

入
選
　
　
　
河
崎
小
４
年
　
　 

池
　 

遥
華
さ
ん

　
　
　
　
　
七
浦
小
５
年
　
　 

舟
木 

愛
由
さ
ん

　
　
　
　
　
金
井
小
６
年
　
　 

山
城 

瑛
美
さ
ん

　
　
　
　
　
河
崎
小
６
年
　
　 

松
木 

映
吾
さ
ん

　
　
　
　
　
深
浦
小
６
年
　
　 

菊
地 

真
以
さ
ん

※

応
募
い
た
だ
い
た
全
40
作
品
は
、
佐
渡
市
防
災

セ
ン
タ
ー
（
佐
渡
市
消
防
本
部
庁
舎
内
）
に
展

示
し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

低学年の部　最優秀賞
長沼 朋生さんの作品

宿根木自治会代表の石塚敏行さん

高学年の部　最優秀賞
権代 陽奈子さんの作品

佐渡市防災センターへ
行ってみよう！

佐渡市防災センターへ
行ってみよう！

佐渡市防災センターへ
行ってみよう！

　防災センターでは、防災用品の展
示や各種体験コーナーを設けて、災
害時の備えについてわかりやすくご
案内しています。もしもの火災に備
え、防災センターで学んでみません
か？

場　所　佐渡市消防本部庁舎内（八幡）
入館料　無料 
開館時間 　午前10時～午後４時
休館日　毎週月・木曜日および
　　　　年末年始（月・木曜日が祝日
　　　　の場合は開館） 
事前申込　6名以上の場合は事前申込が
　　　　必要。 
お申し込み　佐渡市消防本部予防課　
　　　　☎51―0123　

入賞おめでとう 佐
渡
市
消
防
本
部 

防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
発
表

宿
根
木
自
治
会
に

　
第
15
回
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞

　
消
防
庁
長
官
賞
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国
保
の
届
出
が
遅
れ
る
と

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・
国
保
の
資

格
が
発
生
し
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
国

保
税
を
収
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
ま
た
、
保
険
証
が
な
い
期
間
の
医
療
費

は
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

や
め
る
届
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・
資
格
が
な

く
な
っ
た
の
に
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て

受
診
さ
れ
た
場
合
、
国
保
が
負
担
し
た
医

療
費
を
後
で
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

 

退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
、
年
金
（
厚
生
年

金
な
ど
）
を
受
け
ら
れ
る
65
歳
未
満
の
人
と

そ
の
被
扶
養
者
は
、
「
退
職
者
医
療
制
度
」

で
医
療
を
受
け
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、

次
の
条
件
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
退
職
被
保

険
者
本
人
と
そ
の
被
扶
養
者
で
す
。

本
人

・
国
保
に
加
入
し
て
い
る
65
歳
未
満
の
方

・
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど
の
年
金

を
受
け
ら
れ
る
方
で
、
そ
の
加
入
期
間
が

20
年
以
上
、
も
し
く
は
40
歳
以
降
に
10
年

以
上
あ
る
方

被
扶
養
者
　
退
職
被
保
険
者
と
生
活
を
共
に

し
、
主
に
退
職
被
保
険
者
の
収
入
で
生
計

を
維
持
し
て
い
る
次
の
方

・
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、
配
偶
者

（
内
縁
も
含
む
）
、
三
親
等
以
内
の
親

族
、
配
偶
者
の
父
母
と
子

・
国
保
に
加
入
し
て
い
る
65
歳
未
満
の
方

・
年
間
の
収
入
が
１
３
０
万
円
（
60
歳
以
上

の
方
や
障
が
い
者
は
１
８
０
万
円
）
未
満

の
方

　
退
職
者
医
療
制
度
は
、
本
人
の
自
己
負
担

と
保
険
税
の
ほ
か
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

か
ら
の
拠
出
金
が
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の

に
届
出
を
し
な
い
と
、
本
来
は
健
康
保
険
な

ど
か
ら
の
拠
出
金
で
負
担
す
る
医
療
費
分
ま

で
国
保
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
対
象
と
な
っ
た
ら
必
ず
担
当
窓

口
ま
で
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の
　
年
金
証
書
（
加
入
期

間
と
受
給
権
取
得
年
月
が
確
認
で
き
る
も

の
）
、
印
鑑

◇
県
単
医
療
（
県
障
・
県
親
・
県
子
・
県

乳
・
県
老
）
受
給
者
は
、
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
が
変
わ
っ
た
と
き
は
届
出
が
必
要
で

す
。
担
当
窓
口
ま
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

届
出
に
必
要
な
も
の
　
県
単
受
給
者
証
、
新

し
い
保
険
証
、
印
鑑

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
市
民
生
活
課
　
国
保
係

☎
63―

５
１
１
２
　
ま
た
は
各
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
春
は
進
学
や
就
職
、
退
職
な
ど
で
転
入
転
出
を
す
る
人
が
多
い
時
期
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り
や
め
た
り
す
る
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
の
で
、
世
帯
で

異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
14
日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

各
種
届
出
の
際
に
、
窓
口
に
来
ら
れ

た
方
の
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
身
分
確
認
が
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
が
そ

の
世
帯
の
世
帯
主
以
外
の
場
合
は
、
委

任
状
の
添
付
が
必
要
で
す
。
委
任
状
に

は
世
帯
主
と
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
印

鑑
が
必
要
で
す
。

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ
の
他

こんなとき

他の市町村から転入してきたとき 他の市町村の転出証明書

職場の健康保険をやめたとき
職場の健康保険をやめたことを証明
するもの

職場の健康保険の被扶養者でなく
なったとき

被扶養者でなくなったことを証明
するもの

子供が生まれたとき 印鑑

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に加入したとき

保険証

職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保と職場の健康保険の両方の
保険証（職場の保険証が未交付の
場合は加入したことを証明する
もの）

国保の被保険者が死亡したとき 保険証、印鑑

生活保護を受けるようになったとき
外国籍の人がやめるとき

保険証、保護開始決定通知書
保険証、外国人登録証明書

市内で住所が変わったとき

保険証

在学証明書または学生証

世帯主や氏名が変わったとき

世帯分離・合併したとき

修学のため、他の市町村に住むとき

届出に必要なもの

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
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物品の購入（製造）および業務委託の
平成23・24年度入札参加資格審査申請
《お忘れになった方へ》

平成23・24年度の佐渡市における

　①建設工事　②建設コンサルタント等委託業務

　③物品の購入（製造）および業務委託

の競争入札等に参加するために必要となる入札参

加資格審査申請の「定期申請」は1月31日で締め

切りました。新たに申請をしたい方、申請をお忘

れになった方については、４月１日から随時受け

付けを行います。詳しくは、佐渡市ホームページ

「入札情報」にてご確認いただくか、下記担当ま

でお問い合わせください。

お問い合わせ　市役所財務課　契約検査室　
契約係　☎63－5137

年金相談を受ける際は、事前に電話で予約が必要です。予約なしの受付は、初日は午後3時(翌日は午前10時)
までとし、予約の方が優先となりますのでご了承ください。

ご予約は　日本年金機構 新潟西年金事務所 お客様相談室　☎025－225－3008
　※基礎年金番号をご用意のうえお電話ください。

年金のご相談はこちらへ　平成23年度の予約制年金相談所の開設日をお知らせします

佐渡駐在員事務所からのお知らせ　～金井地区千種にある自衛隊の募集事務所を紹介します～

①自衛官等の募集　②自衛隊の広報　③災害時等、市との連絡調整　④各種行事支援（防災訓練・島内イベントなど）

　※自衛隊の広報では、装備品の展示・ヘリコプター等の展示体験搭乗・艦艇の一般公開など、いろいろなイベントを行っています。

事務所の外観
(青い看板が目印)

海自救難ヘリコプター(佐渡空港) 護衛艦しらね(両津湾) 中学校での職業紹介

佐渡中央会館
午後1時30分～4時30分

両津地区公民館
午前9時～11時20分

小木町商工会
午前8時50分～10時50分

月
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５
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６
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７
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８
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９
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１
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２
月

３
月

国民健康保険からのお知らせ

国民健康保険に加入している70歳～74歳の方へ
医療費自己負担増の凍結措置延長に伴い

保険証兼高齢受給者証を再交付します

　70歳～74歳の方（現役並み所得者を除く）は、制

度改正により平成23年4月から、お医者さんにかかっ

たときの自己負担が２割に引き上げられる予定でした

が、この改正がさらに1年間凍結され、平成24年3月

まで引き続き１割に据え置かれることになりました。

　対象となる方には、４月以降も１割負担で受診でき
る「保険証兼高齢受給者証」を３月下旬に送付します
ので、差し替えてご使用ください。

お問い合わせ
市役所市民生活課　国保係　☎63－5112

業務内容

〒952－1209　佐渡市千種丙215－1
自衛隊新潟地方協力本部
　　　　　　　佐渡駐在員事務所
　　　　　　　☎63－4512

所在地

事務所のロゴマーク

20　18　15　20　17　21　19　16　21　18　15　21

21　19　16　21　18　22　20　17　22　19　16　22
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平成22年国勢調査の情報はこちらから
http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/index.htm
（総務省統計局ホームページ）

市役所地域振興課　地域振興係　国勢調査担当　☎63－4152

平成22年国勢調査 検索

佐渡市の 

人口と世帯数【速報値】 
佐渡市の人口は6622,,772244人人、世帯数は2233,,774444世世帯帯。 

前回（平成 17年）の調査と比較すると、人口 4,662人、世帯数 860世帯、それぞれ減少しました。

平成22年国勢調査へのご回答、
ありがとうございました
佐渡市の速報値をお知らせします。

佐渡市における国勢調査の人口・世帯数の推移

昭和35年

昭和40年

昭和45年

昭和50年

昭和55年

昭和60年

平成2年

平成7年

平成12年

平成17年

平成22年

人口
（単位：人）

世帯数
（単位：世帯）

※この速報値の人口と世帯数は、今後総務省統計局が集計して公表する結果と異なる場合があります。
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62,724

24,478

24,776

24,739

24,701

25,072

24,725

24,628

24,913

25,418

24,604

23,744

　今回の調査を集計した結果、佐渡市の人口は、62,724人、世

帯数は、23,744世帯でした。人口については、昭和25年の

125,597人をピークに毎回減少しています。前回の平成17年に

行った調査との比較では、4,662人減少しました。また、世帯数

も、860世帯減少しました。

　なお、今後総務省統計局により精査が行

われ、平成23年10月には、市区町村ごと

の男女別人口や世帯構成、外国人の人口、

65歳以上の人口などが公表される予定で

す。集計結果は、地方交付税の算定や都市

計画などを策定する際の基礎資料として利

用され、住みよいまちづくりのためにさま

ざまな分野で活用されます。 

佐佐渡渡市市ににおおけけるる
国国勢勢調調査査のの人人口口推推移移
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